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は
じ
め
に

　

本
稿
は
、
中
国
第
一
歴
史
档
案
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
未
刊
行
の
清
朝
档
案
を
解

読
・
分
析
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
順
治
九
（
一
六
五
二
、
慶
安
五
）
年
「
南
京
船
」
の

長
崎
渡
航
に
つ
い
て
考
察
を
行
い
た
い
。

　

一
六
四
四
年
に
清
軍
が
山
海
関
を
越
え
て
北
京
に
入
城
し
、
さ
ら
に
北
京
へ
遷
都

を
し
た
こ
と
が
清
の
中
国
支
配
の
始
ま
り
で
あ
っ
た
。
そ
の
年
は
清
の
順
治
元
年
に

あ
た
り
、
順
治
帝
在
位
の
お
よ
そ
一
八
年
間
は
、
清
が
中
国
大
陸
へ
の
支
配
を
次
第

に
固
め
て
い
く
時
期
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
順
治
年
間
に
お
い
て
は
、
長
崎
貿
易

に
参
加
す
る
唐
船
（
中
国
商
人
経
営
の
帆
船
）
の
大
半
は
、
反
清
の
旗
を
掲
げ
た
鄭

氏
集
団
に
属
す
る
、
ま
た
は
そ
の
保
護
下
の
商
船
で
あ
っ
た
。
清
支
配
下
の
地
域
か

ら
長
崎
に
渡
航
し
た
商
船
は
数
少
な
く
、
そ
れ
ら
の
船
に
関
す
る
現
存
史
料
も
稀
で

あ
る
。
こ
の
意
味
で
、
次
に
あ
げ
る
二
点
の
、
順
治
年
間
渡
日
「
南
京
船
」
に
関
す

る
清
朝
档
案
は
、
非
常
に
貴
重
な
も
の
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

・�

順
治
一
〇
年
五
月
二
二
日
山
東
巡
撫
夏
玉
題
本
「
題
為
恭
報
緝
獲
通
外
洋
船
、
仰

祈
聖
鑑
事
」（
書
出
）

・�

順
治
一
二
年
七
月
一
五
日
刑
部
尚
書
図
海
等
題
本
「
題
為
恭
報
緝
獲
通
外
洋
船
、

仰
祈
睿
鑑
事
」（
書
出
）

　

両
者
は
い
ず
れ
も
、
順
治
九
年
に
商
人
水
秦
宇
ら
が
官
府
側
の
許
可
な
し
で
長
崎

に
渡
航
し
貿
易
を
行
っ
た
事
件
（
以
下
、
史
料
用
語
で
「
水
秦
宇
等
一
案
」
と
称
す
）

に
関
す
る
史
料
で
あ
る
。
内
容
的
に
は
、
前
者
は
事
件
の
発
覚
に
関
す
る
山
東
巡
撫

夏
玉
の
報
告
（
以
下
、「
夏
玉
題
本
」）、
後
者
は
関
係
者
の
処
罰
に
対
す
る
刑
部
の

審
議
意
見
を
示
し
て
い
る
（
以
下
、「
刑
部
題
本
」）。

　

題
本
と
は
、
明
清
時
代
の
上
奏
文
書
の
一
種
で
あ
り
、
と
り
わ
け
康
熙
年
間
に
奏

摺
制
度
が
創
始
さ
れ
る
前
の
上
奏
文
書
と
し
て
、
最
も
基
本
的
な
様
式
と
い
う
こ
と

が
で
き
る
。
文
書
の
処
理
に
つ
い
て
は
、
①
題
本
が
内
閣
に
提
出
さ
れ
る
、
②
「
票

簽
処
」
で
処
理
案
が
作
成
さ
れ
「
票
」（
書
き
付
け
）
に
書
き
込
ま
れ
る
（「
票
擬
」・

「
票
簽
」
と
呼
ば
れ
る
）、
③
内
閣
大
学
士
の
確
認
を
経
て
「
票
」
を
題
本
に
挟
む

形
で
皇
帝
に
上
呈
さ
れ
る
、
④
皇
帝
の
裁
可
を
受
け
る
と
、
内
閣
の
「
批
本
処
」
で

「
批
紅
」（
朱
書
で
諭
旨
を
表
紙
に
書
き
込
む
）
が
施
さ
れ
る
、
⑤
「
批
紅
」
さ
れ

た
題
本
、
い
わ
ゆ
る
「
紅
本
」
が
六
科
（
公
文
の
監
察
機
構
）
に
送
付
さ
れ
、
そ
こ

で
抄
録
さ
れ
、
写
本
が
関
係
部
門
に
回
さ
れ
る
、
⑥
「
紅
本
」
の
原
本
は
ひ
と
ま
ず

六
科
で
保
存
、
年
末
に
ま
と
め
て
内
閣
に
渡
さ
れ
、「
紅
本
庫
」
で
保
管
さ
れ
る
、

と
い
う
流
れ
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
題
本
に
は
、
上
奏
内
容
と
関
連
す
る
他
の
公
文
を

そ
の
ま
ま
引
用
す
る
場
合
が
多
い
と
い
う
特
徴
も
あ
る
。
た
と
え
ば
、「
刑
部
題
本
」

で
は
九
割
以
上
の
文
量
を
割
い
て
、
審
議
対
象
と
し
た
、
後
述
す
る
山
東
巡
撫
耿
焞

（
１
）

（
２
）

研
究
報
告

　

彭　
　
　
　
　
　
　
　

浩

順
治
九
年
「
南
京
船
」
の
長
崎
渡
航
に
関
す
る
一
考
察

―
中
国
第
一
歴
史
档
案
館
所
蔵
清
朝
档
案
の
解
析
か
ら
―
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（
夏
玉
の
後
任
）
の
題
本
を
引
用
し
て
い
る
。

　
「
水
秦
宇
等
一
案
」
に
つ
い
て
、
順
治
年
間
の
対
日
貿
易
政
策
に
関
す
る
研
究
で

は
少
し
触
れ
ら
れ
て
い
る
も
の
の
、
そ
の
典
拠
は
『
明
清
史
料
』
己
編
に
収
録
さ
れ

る
、「
山
東
巡
撫
夏
玉
題
称
」
と
題
さ
れ
た
前
欠
史
料
で
あ
る
。
半
分
程
度
し
か
残

さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
そ
れ
に
依
拠
し
た
研
究
で
は
、
事
件
の
経
緯
を
解
明
す
る
に

至
ら
な
い
の
み
な
ら
ず
、
商
人
の
出
身
地
な
ど
の
基
礎
事
項
に
関
し
て
も
誤
解
が

あ
っ
た
。

　

本
稿
は
、
一
次
史
料
の
「
夏
玉
題
本
」・「
刑
部
題
本
」
に
依
拠
し
て
「
水
秦
宇
等

一
案
」
の
経
緯
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
そ
の
う
え
で
、「
南
京
船
」

の
長
崎
貿
易
に
対
す
る
日
清
双
方
の
姿
勢
及
び
貿
易
状
況
に
つ
い
て
若
干
の
検
討
を

加
え
る
。
た
だ
し
、
商
船
の
経
営
に
関
す
る
議
論
は
、
別
稿
に
譲
り
た
い
。

　

な
お
、
史
料
の
理
解
に
資
す
る
た
め
、
こ
こ
で
清
の
地
方
行
政
・
軍
制
を
ご
く
簡

略
に
説
明
し
た
い
。
清
朝
の
基
本
的
な
地
方
行
政
区
画
は
省
・
府
・
州
・
県
制
、
そ

れ
ぞ
れ
の
行
政
長
官
は
巡
撫
・
知
府
・
知
州
・
知
県
で
あ
り
、
そ
し
て
省
と
府
の
間

に
道
員
が
設
け
ら
れ
、
地
方
行
政
を
分
担
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。「
水
秦
宇

等
一
案
」
の
処
理
過
程
に
即
し
て
い
う
と
、
地
方
官
間
の
指
令
伝
達
と
上
申
は
、
基

本
的
に
は
、
次
の
よ
う
な
ラ
イ
ン
に
沿
っ
て
行
わ
れ
て
い
た
。

山
東
省
・
巡
撫
―
莱
州
海
防
道
（
莱
州
道
）
―
莱
州
府
・
知
府
―
即
墨
県
・
知
県

た
だ
し
、
知
府
が
道
を
介
さ
ず
に
巡
撫
に
直
接
報
告
し
た
こ
と
も
あ
る
。

一
　「
夏
玉
題
本
」
に
見
る
「
水
秦
宇
等
一
案
」
の
摘
発
過
程

　
「
夏
玉
題
本
」
は
、
ま
ず
全
体
の
四
分
の
一
ほ
ど
を
割
い
て
、
巡
撫
夏
玉
が
順
治

一
〇
年
五
月
七
日
に
受
け
取
っ
た
膠
州
総
兵
海
時
行
か
ら
の
「
移
会
手
本
」（
隷
属

関
係
の
な
い
官
署
間
の
公
文
）
の
内
容
を
紹
介
し
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
膠
州

に
隣
接
す
る
即
墨
県
の
女
姑
口
で
防
衛
を
勤
め
て
い
る
兵
士
が
、
不
審
船
・
商
人
を

発
見
し
た
。
そ
の
報
告
を
受
け
て
海
時
行
は
、
配
下
武
官
を
派
遣
し
、
膠
州
知
州
と

と
も
に
即
墨
県
に
赴
か
せ
、
同
県
知
県
と
一
緒
に
「
洋
商
」
水
秦
宇
ら
の
二
〇
名
客

商
を
拘
束
し
、
船
を
封
印
し
た
。
ま
た
、
膠
州
の
東
関
（
城
内
の
東
側
）
で
「
洋
商
」

黄
子
連
ら
六
名
を
捕
ま
え
入
牢
さ
せ
、
貨
物
六
〇
余
駄
を
封
印
し
た
と
い
う
。

　

こ
れ
ら
の
情
報
を
入
手
し
た
後
、
巡
撫
夏
玉
は
莱
州
海
防
道
な
ど
に
調
査
を
指
示

し
た
。
数
日
後
の
五
月
一
八
日
、
莱
州
府
か
ら
の
報
告
書
が
届
い
た
。
報
告
書
は
主

に
、
同
五
月
八
日
付
即
墨
県
の
「
申
報
」（
注
進
）
を
上
達
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ

（
３
）

（
４
）

（
５
）

（
６
）

（
７
）

（
８
）

朝　鮮

対馬

即墨膠州

天津
北京

莱州

灌河口

清江浦
廟湾黄

淮安
揚州

南京 蘇州

寧波

福州

長崎済州島

東シナ海浙江省

福建省

琉

　
　球

日

　本

山東省

江南省

河

運

大

河
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の
記
述
が
題
本
全
体
の
半
分
程
度
を
占
め
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
同
年
四
月
三

〇
日
に
県
城
外
の
西
関
（
城
内
の
西
側
）
で
「
巡
集
民
壮
」（
市
場
の
秩
序
を
守
る

た
め
徴
発
さ
れ
た
民
人
の
見
回
り
か
）
か
ら
、
そ
の
話
す
言
葉
で
「
外
省
人
」
と
思

わ
れ
る
商
人
一
〇
数
人
が
市
場
で
貨
物
を
販
売
し
て
い
る
と
い
う
報
告
が
あ
り
、
そ

れ
を
受
け
て
調
べ
た
と
こ
ろ
、
南
の
江
南
省
の
廟
湾
（
黄
河
が
海
へ
と
流
れ
込
む
河

口
の
近
く
）
か
ら
船
に
乗
っ
て
き
た
商
人
で
あ
る
と
分
か
っ
た
。
知
県
は
、
膠
州
の

役
人
や
総
兵
配
下
の
武
官
と
と
も
に
女
姑
口
に
赴
き
、
船
の
積
荷
を
封
印
し
、
客
商

二
〇
名
を
拘
束
し
た
と
い
う
。
ま
た
当
該
「
申
報
」
に
は
、
尋
問
に
対
す
る
商
人
張

文
武
の
供
述
が
記
さ
れ
て
い
る
。

【
史
料
１
】

小
的
係
陝
西
朝
邑
県
人
、
自
玖
年
弐
月
拾
伍
日
従
蘇
州
起
身
、
至
陸
月
間
到
日

本
国
、
同
夥
弐
百
人
倶
係
山
陝
・
南
直
一
帯
人
氏
、
各
置
買
狐
皮
・
松
子
・
海

参
・
鋼
・
蘇
木
・
胡
椒
・
紫
檀
木
等
物
、
上
年
拾
月
起
身
、
遇
風
不
順
、
仍
打

回
日
本
国
、
今
年
弐
月
弐
拾
壱
日
自
日
本
国
起
身
、
漂
至
淮
安
府
廟
湾
地
方
、

上
去
同
伴
百
拾
人
、
討
取
盤
費
去
了
、
小
的
們
漂
来
到
女
姑
海
口
下
卸
、
小
的

同
伴
杜
得
吾
・
張
友
振
・
范
子
剛
・
李
旺
・
張
明
吾
・
尚
礼
・
閻
茂
徳
、
共
捌

人
、
各
帯
煙
并
紫
菜
・
花
布
等
貨
、
行
至
西
関
集
、
投
宿
黄
炳
家
、
又
有
同
伴

張
次
有
・
張
用
・
劉
万
・
李
俊
・
水
秦
宇
・
何
福
・
楊
志
・
王
之
実
・
王
小

宇
・
王
采
・
李
順
・
顧
元
、
共
拾
弐
人
、
各
帯
煙
・
白
茯
苓
等
貨
、
投
宿
黄
拖

家
、
各
往
下
趂
赶
集
場
発
売
、
海
船
壱
隻
在
口
湾
泊
、
船
内
還
有
零
星
貨
物
、

等
語
、

［
訳
文
］

私
（
原
文
に
は
謙
譲
語
「
小
的
」
を
使
っ
て
い
る
）
は
陝
西
朝
邑
県
人
、
九
年

二
月
一
五
日
に
蘇
州
か
ら
出
発
し
、
六
月
に
日
本
国
に
着
き
ま
し
た
。
仲
間
二

百
人
は
み
な
、山
陝（
山
西
・
陝
西
省
）・
南
直（
清
初
は
江
南
省
）一
帯
の
人
々
、

そ
れ
ぞ
れ
狐
の
皮
・
松
の
実
・
海
参
（
煎
海
鼠
）・
鋼
・
蘇
木
・
胡
椒
・
紫
檀

木
な
ど
を
買
い
入
れ
ま
し
た
。
昨
年
一
〇
月
に
〔
帰
国
の
た
め
日
本
か
ら
〕
出

発
し
、
逆
風
に
遭
っ
て
ま
た
日
本
国
に
打
ち
返
さ
れ
、
今
年
二
月
二
一
日
に
日

本
国
か
ら
出
発
し
、
風
波
に
乗
じ
て
淮
安
府
の
廟
湾
に
着
き
ま
し
た
。〔
廟
湾

か
ら
乗
員
の
〕仲
間
百
十
数
人
は
上
陸
し
、旅
費
を
取
り
に
行
き（
商
売
に
行
っ

た
と
い
う
意
味
か
）、
私
た
ち
は
風
波
に
乗
じ
て
女
姑
口
に
来
て
碇
泊
し
ま
し

た
。
私
の
仲
間
杜
得
吾
・
張
友
振
・
范
子
剛
・
李
旺
・
張
明
吾
・
尚
礼
・
閻
茂

徳
は
合
わ
せ
て
八
人
、
そ
れ
ぞ
れ
煙
・
紫
菜
（
海
苔
）・
花
布
（
更
紗
）
な
ど

の
貨
物
を
持
っ
て
〔
即
墨
県
の
〕
西
関
の
市
場
に
赴
き
、
黄
炳
家
（
黄
炳
と
呼

ば
れ
た
人
が
経
営
し
た
宿
）
に
宿
泊
し
、
ま
た
仲
間
張
次
有
・
張
用
・
劉
万
・

李
俊
・
水
秦
宇
・
何
福
・
楊
志
・
王
之
実
・
王
小
宇
・
王
采
・
李
順
・
顧
元
は

合
わ
せ
て
一
二
人
、
そ
れ
ぞ
れ
煙
・
白
茯
苓
な
ど
の
貨
物
を
持
っ
て
黄
拖
家
に

宿
泊
し
、
そ
れ
ぞ
れ
市
開
催
の
間
に
販
売
を
行
っ
て
い
ま
す
。
海
船
一
隻
は
港

湾
に
碇
泊
さ
せ
、
船
の
な
か
に
は
ま
た
零
細
な
貨
物
が
あ
り
ま
す
、
と
云
々
。

　

要
点
を
ま
と
め
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。
①
張
文
武
ら
の
商
人
は
、
順
治
九
年

二
月
一
五
日
に
蘇
州
か
ら
出
発
し
、
同
年
六
月
長
崎
に
到
着
し
た
。
②
乗
員
は
二
〇

〇
人
（
恐
ら
く
概
数
）、
み
な
山
西
・
陝
西
・
江
南
の
出
身
者
。
③
日
本
で
狐
の
皮
・

松
の
実
・
煎
海
鼠
・
鋼
・
蘇
木
・
胡
椒
・
紫
檀
な
ど
を
購
入
し
た
。
④
同
年
一
〇
月

帰
国
の
途
に
着
き
、
途
中
海
難
に
遭
い
、
日
本
に
戻
っ
た
。
翌
年
二
月
二
一
日
に
再

出
発
し
、
廟
湾
に
着
い
た
。
⑤
乗
員
の
な
か
の
一
一
〇
数
人
は
廟
湾
か
ら
上
陸
し
、

残
り
は
山
東
省
の
即
墨
県
に
赴
き
、
そ
こ
で
分
宿
し
、
西
関
の
市
で
商
品
を
販
売
し

て
い
た
。

　

ほ
か
の
商
人
に
対
す
る
尋
問
も
行
わ
れ
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
供
述
の
内
容
に
は
相

違
が
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
か
、
県
の
「
申
報
」
で
は
、
商
人
の
供
述
を

一
々
に
取
り
上
げ
て
い
な
い
。

　

題
本
の
最
後
で
は
、
巡
撫
夏
玉
は
、
海
外
貿
易
者
の
逮
捕
は
重
大
な
事
件
で
あ
る

と
し
、
現
場
役
人
の
詳
細
な
調
査
報
告
を
待
た
ず
、
直
ち
に
上
奏
す
る
こ
と
に
し
た

（
９
）
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と
述
べ
て
い
る
。

二
　「
刑
部
題
本
」
に
見
る
商
人
水
秦
宇
の
供
述

　
「
夏
玉
題
本
」
が
提
出
さ
れ
た
後
、
山
東
省
の
官
憲
は
引
き
続
き
事
件
の
経
緯
を

取
り
調
べ
た
。
調
査
結
果
は
、
順
治
一
一
年
一
〇
月
一
三
日
付
山
東
巡
撫
耿
焞
（
夏

玉
の
後
任
、
同
年
二
月
任
命
、
五
月
着
任
）
の
題
本
（
以
下
、「
耿
焞
題
本
」
と
略
称
）

で
朝
廷
に
報
告
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
題
本
が
現
存
し
て
い
る
か
は
未
だ
確
認
で
き

て
い
な
い
。
た
だ
し
、「
刑
部
題
本
」
は
「
耿
焞
題
本
」
に
対
す
る
「
題
覆
」、
つ
ま

り
刑
部
の
審
議
意
見
を
示
す
も
の
で
あ
り
（
約
八
八
〇
〇
字
）、
最
後
の
約
二
三
〇

字
の
審
議
意
見
を
除
け
ば
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
「
耿
焞
題
本
」
の
引
用
と
見
ら
れ
る
。

　
「
耿
焞
題
本
」で
最
初
に
取
り
上
げ
て
い
る
の
は
、莱
州
府
・
即
墨
県
側
に
よ
る「
水

秦
宇
等
一
案
」
の
共
同
審
理
に
関
す
る
莱
州
道
、
す
な
わ
ち
莱
州
海
防
道
田
起
龍
か

ら
の
上
申
で
あ
り
、
商
人
水
秦
宇
（
四
一
歳
）
の
供
述
が
詳
し
く
記
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
供
述
部
分
か
ら
、
ま
ず
日
本
渡
航
前
「
船
戸
」（
船
所
有
者
）
薛
来
相
（
薛
莱

相
と
も
書
か
れ
て
い
る
）
ら
の
商
売
活
動
が
分
か
る
。

【
史
料
２
】

山
西
汾
州
府
汾
陽
県
在
官
薛
莱
相
与
陝
西
西
安
府
朝
邑
県
在
官
周
尚
文
・
段

安
、
一
向
貿
易
江
南
、
訪
知
載
貨
漂
陽
（
マ
マ
）（「
洋
」
の
当
て
字
か
）
利
厚
、
各
欲

合
夥
買
船
下
海
冐
利
、
順
治
陸
年
間
、
薛
莱
相
等
合
凑
本
銀
壱
千
伍
百
両
、
在

於
廟
湾
地
方
買
通
州
馬
元
勲
弐
桅
走
海
大
沙
船
壱
隻
、
雇
覓
揚
州
府
通
州
在
官

舵
工
呉
永
吉
、
即
呉
永
傑
、
蘇
州
府
呉
県
在
官
水
手
顧
元
・
沈
三
・
許
大
・
高

明
徳
・
曾
二
・
張
二
・
袁
思
奇
・
譚
新
宇
・
黒
三
、
将
船
修
葺
堅
固
、
攬
載
客

貨
、
常
在
膠
州
・
天
津
・
廟
湾
・
清
江
浦
雇
与
各
処
客
商
載
貨
、（
後
略
）

［
訳
文
］

山
西
汾
州
府
汾
陽
県
の「
在
官
」（
官
府
で
名
前
が
登
録
さ
れ
て
い
る
、以
下
同
）

薛
来
相
と
陝
西
西
安
府
朝
邑
県
の
「
在
官
」
周
尚
文
・
段
安
が
、
平
素
か
ら
江

南
地
方
で
商
売
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
貨
物
を
海
外
へ
運
ん
で
売
買
す
る
利
益

が
多
い
こ
と
を
、
人
の
話
か
ら
知
り
、
共
同
出
資
で
船
を
購
入
し
、
海
運
を
営

み
金
儲
け
し
よ
う
と
欲
し
ま
し
た
。
順
治
六
年
、
薛
来
相
ら
は
、
銀
一
千
五
百

両
の
資
金
を
集
め
、
廟
湾
で
通
州
の
馬
元
勲
の
二
帆
柱
海
運
大
沙
船
一
隻
を
購

入
し
、
揚
州
府
通
州
の
「
在
官
」
舵
工
呉
永
吉
、
す
な
わ
ち
呉
永
傑
、
そ
し
て

蘇
州
府
呉
県
の「
在
官
」水
手
顧
元
・
沈
三
・
許
大
・
高
明
徳
・
曾
二
・
張
二
・

袁
思
奇
・
譚
新
宇
・
黒
三
を
雇
い
、
船
を
修
繕
で
丈
夫
に
し
ま
し
た
。
客
商
を

招
き
貨
物
を
集
め
、
常
に
膠
州
・
天
津
・
廟
湾
・
清
江
浦
で
各
地
の
客
商
に
雇

わ
れ
、
貨
物
を
運
送
し
て
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
れ
ば
、「
船
戸
」
す
な
わ
ち
船
所
有
者
は
、
山
西
省
出
身
の
薛
来
相
、

陝
西
省
出
身
の
周
尚
文
・
段
安
で
あ
り
、
三
人
共
同
出
資
（
銀
一
五
〇
〇
両
）
で
二

本
マ
ス
ト
付
の
海
運
用
の
大
型
沙
船
を
購
入
し
た
。
そ
の
後
、「
舵
工
」（
楫
取
役
）

や
水
手
を
雇
用
し
て
、
北
は
天
津
か
ら
南
は
清
江
浦
ま
で
の
間
、
水
運
に
従
事
し
て

い
た
。

　

次
に
、
水
秦
宇
の
供
述
か
ら
、
一
部
の
乗
船
商
人
の
名
前
と
出
身
地
も
分
か
る
。

整
理
す
れ
ば
、【
表
１
】
の
よ
う
に
な
る
。

　

表
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
商
人
は
主
に
山
西
省
と
陝
西
省
の
出
身
者
で
あ
っ
た
。

水
秦
宇
の
供
述
に
よ
れ
ば
、
そ
の
大
多
数
は
、
以
前
は
蘇
州
・
揚
州
各
地
で
商
売
し

て
い
た
が
、
運
河
水
の
枯
渇
な
ど
の
事
由
で
、
北
上
し
て
商
売
す
る
こ
と
を
断
念
せ

ざ
る
を
得
ず
、
蘇
州
で
待
機
し
て
い
る
う
ち
、
海
外
貿
易
に
参
加
し
よ
う
と
い
う
考

え
が
生
じ
た
。
海
外
貿
易
の
経
験
が
な
い
た
め
、
蘇
州
在
住
の
商
人
房
志
吾
、
及
び

渡
日
経
験
の
あ
る
王
之
実
を
誘
っ
た
。
後
の
審
理
で
、
房
志
吾
は
自
ら
、
順
治
七
年

に
日
本
貿
易
を
行
っ
た
と
供
述
し
た
。
つ
ま
り
、
房
志
吾
も
日
本
渡
航
の
経
験
が
あ

り
、
王
之
実
と
の
二
人
は
案
内
者
の
役
割
を
期
待
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
乗

船
商
人
の
実
数
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
後
の
審
理
報
告
で
は
八
〇
人
以
上
と
さ
れ

て
お
り
、【
表
１
】
に
見
ら
れ
る
の
は
そ
の
一
部
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。

（
10
）

（
11
）
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さ
て
、
水
秦
宇
の
供
述
に
よ
れ
ば
、
日
本
渡
航
の
経
緯
は
次
の
通
り
で
あ
っ
た
。

【
史
料
３
】

（
前
略
）
伍
月
初
柒
日
方
到
清
江
浦
、
出
黄
河
口
開
洋
停
泊
廟
湾
、
至
本
年
陸

月
初
拾
日
即
漂
至
日
本
国
、
在
地
名
長
崎
島
湾
船
下
卸
、
将
貨
物
尽
行
発
売
、

仍
買
葫
椒
・
紫
檀
・
鋼
・
倭
煙
・
倭
布
・
剪
・
鏡
・
狐
貉
皮
等
項
貨
物（
中
略
）

遂
於
本
年
捌
月
弐
拾
日
上
船
起
身
、
当
遭
西
風
刮
回
、
拾
月
初
伍
日
復
上
舩
、

行
至
高
麗
、
又
遭
風
将
船
桅
折
傷
、
顧
愛
渓
等
跌
落
海
内
淹
死
、
因
風
不
順
、

仍
回
日
本
、
不
容
上
岸
、
拾
弐
月
初
柒
日
上
山
修
船
、
至
順
治
拾
年
弐
月
弐
拾

壱
日
方
復
開
船
行
走
、
於
本
年
参
月
拾
肆
日
、
到
淮
安
府
地
名
灌
河
海
口
、（
後

略
）

［
訳
文
］

五
月
七
日
よ
う
や
く
清
江
浦
に
着
き
ま
し
た
。
黄
河
の
河
口
か
ら
海
に
出
よ
う

と
し
た
た
め
、
廟
湾
に
碇
泊
し
て
い
ま
し
た
。
今
年
六
月
一
〇
日
に
も
う
日
本

国
に
到
着
し
ま
し
た
。
地
名
が
長
崎
島
の
港
湾
で
船
を
碇
泊
さ
せ
、
貨
物
を
悉

く
売
却
し
、
ま
た
胡
椒
・
紫
檀
・
鋼
・
倭
煙
・
倭
布
・
剪
・
鏡
、
狐
や
貉
の
毛

皮
な
ど
の
貨
物
を
購
入
し
ま
し
た
。（
中
略
）
今
年
八
月
二
〇
日
に
船
に
乗
っ

て
出
帆
し
よ
う
と
し
ま
し
た
が
、
西
風
に
遭
い
一
〇
月
五
日
復
び
上
舩
し
「
高

麗
」（
朝
鮮
）
に
着
き
ま
し
た
。
ま
た
、
風
に
遭
い
船
の
帆
柱
が
損
傷
さ
れ
、

顧
愛
渓
ら
は
海
に
転
落
し
て
溺
死
し
ま
し
た
。
逆
風
の
た
め
ま
た
日
本
に
戻
り

ま
し
た
。
上
陸
を
許
さ
れ
ず
、
一
二
月
七
日
に
山
に
登
り
（
ど
こ
か
に
上
陸
し

た
と
い
う
意
味
か
）
船
を
修
理
し
ま
し
た
。
順
治
一
〇
年
二
月
二
一
日
に
や
っ

と
再
出
帆
で
き
ま
し
て
、
同
年
三
月
一
四
日
、
淮
安
府
の
地
名
が
灌
河
の
河
口

に
着
き
ま
し
た
。

　

す
な
わ
ち
、
商
人
水
秦
宇
一
行
は
、
江
南
省
北
部
の
黄
河
の
河
口
か
ら
海
に
入
り
、

六
月
に
日
本
到
着
し
、
長
崎
で
取
引
を
終
え
て
か
ら
、
八
月
に
帰
途
に
着
い
た
。
途

中
嵐
に
遭
難
し
、
い
っ
た
ん
日
本
に
戻
っ
た
も
の
の
、
上
陸
を
拒
否
さ
れ
、
そ
の
後

ど
こ
か
に
停
泊
し
、
船
を
修
繕
し
た
。
出
発
地
に
近
い
灌
河
の
河
口
に
戻
っ
た
の
は

翌
年
三
月
で
あ
っ
た
。

　

長
崎
オ
ラ
ン
ダ
商
館
長
日
記
を
調
べ
る
と
、
順
治
九
年
六
月
一
〇
日
（
一
六
五
二

年
七
月
一
五
日
）
の
記
事
は
見
当
た
ら
な
い
も
の
の
、
前
日
条
に
は
「
南
京
の
ジ
ャ

ン
ク
が
、
数
日
五
島
に
碇
泊
し
た
後
当
湾
に
着
い
た
。
各
種
絹
織
物
や
生
糸
を
積
み
、

二
百
四
十
五
人
を
乗
せ
て
来
た
と
噂
さ
れ
る
」
と
あ
る
。
記
録
さ
れ
た
の
は
一
四
日

（
12
）

【表１】「水秦宇等一案」に名を挙げられた客商のリスト（出身地別）

出　身　地 名　　　前

陝西省鞏昌府秦州 水秦宇

　同省西安府咸陽県 杜得吾

　　　　同府涇陽県 何福　房志吾

　　　　同府華陰県 張次有

　　　　同府朝邑県 張文武　張用　劉万　張明吾　樊子剛　王小宇
李復　楊志　閻茂徳　文新寰　楊海吾

山西省汾州府汾陽県 可翰明　董復初　王習吾　郝俊台　張友振
王宗正　胡応朋　曹勝吾　任次川　李小山

　　　　同府介休県 黄子連（別名、黄子梁）

河南省開封府祥符県 王之実

江南省蘇州府 顧愛渓　李俊

　同省太倉州 姚敬
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だ
っ
た
が
、
実
際
上
陸
し
た
の
は
そ
の
翌
日
だ
っ
た
と
考
え
て
も
お
か
し
く
な
い
。

ま
た
、
同
年
一
二
月
一
二
日
（
順
治
九
年
一
一
月
一
二
日
）
条
に
は
「
南
京
の
ジ
ャ

ン
ク
が
、
風
向
き
の
不
良
と
食
料
品
の
缺
乏
と
の
た
め
目
的
地
に
達
せ
ず
引
返
し
て

来
た
が
、
こ
れ
は
三
度
目
で
あ
る
た
め
、
湾
の
中
頃
に
停
船
し
、
乗
組
員
二
百
五
十

人
の
う
ち
一
人
も
上
陸
を
許
さ
れ
な
か
っ
た
」
と
あ
る
。
海
難
遭
遇
・
長
崎
再
上
陸

の
拒
否
な
ど
の
点
で
は
、
水
秦
宇
の
供
述
と
一
致
し
、
こ
の
「
南
京
の
ジ
ャ
ン
ク
」

が
水
秦
宇
た
ち
の
船
だ
っ
た
可
能
性
は
高
い
。

三
　「
刑
部
題
本
」
に
見
る
審
理
過
程
と
処
罰
決
定

　
「
刑
部
題
本
」
に
引
用
さ
れ
た
「
耿
焞
題
本
」
に
は
、
そ
の
後
山
東
省
で
の
審
理

過
程
が
詳
し
く
記
さ
れ
て
い
る
。
第
一
節
で
述
べ
た
即
墨
県
側
の
尋
問
を
初
審
、
第

二
節
で
述
べ
た
莱
州
道
に
報
告
さ
れ
た
府
県
側
の
審
理
を
二
審
と
す
れ
ば
、
当
該
題

本
の
記
述
を
見
る
限
り
、案
件
の
審
理
は
合
わ
せ
て
七
回
も
行
わ
れ
た
。「
夏
玉
題
本
」

の
提
出
と
ほ
ぼ
同
時
に
、
按
察
使
（
省
の
司
法
・
監
察
な
ど
を
司
る
）
に
よ
る
審
理

（
三
審
）
と
、
莱
州
知
府
な
ど
に
よ
る
共
同
審
理
（
四
審
）
が
相
次
い
で
行
わ
れ
た
。

三
審
の
焦
点
は
、
①
そ
の
船
が
確
か
に
日
本
に
渡
海
し
貿
易
を
行
っ
た
の
か
、
②
不

明
者
が
確
か
に
海
難
で
溺
死
し
た
の
か
、
な
ど
に
絞
ら
れ
た
よ
う
に
見
え
る
。
ま
た

商
人
王
習
吾
に
よ
れ
ば
、
そ
の
船
は
ま
ず
「
高
麗
」
に
至
り
、
貨
物
を
売
れ
な
い
た

め
ま
た
日
本
に
向
か
っ
た
と
さ
れ
た
が
、
他
商
人
の
供
述
と
一
致
し
な
い
た
め
真
相

は
不
明
の
ま
ま
で
あ
っ
た
。
四
審
で
は
、
商
人
関
係
や
水
手
の
雇
用
な
ど
の
情
報
が

若
干
得
ら
れ
た
も
の
の
、
事
件
の
経
緯
に
つ
い
て
は
新
し
い
事
実
の
発
見
に
つ
な
が

ら
な
か
っ
た
。

　

一
方
、
そ
の
間
、
中
央
に
お
い
て
は
、
順
治
一
〇
年
五
月
二
二
日
付
の
「
夏
玉
題

本
」
に
対
す
る
審
議
が
行
わ
れ
て
い
た
。
ま
ず
五
月
二
九
日
に
「
察
議
具
奏
、
該
部

知
道
」（
調
査
・
審
議
の
う
え
で
上
奏
せ
よ
、
関
係
部
門
に
伝
達
せ
よ
）
と
の
諭
旨

が
出
さ
れ
、
審
議
は
兵
部
に
回
さ
れ
た
。
兵
部
が
「
漂
洋
販
売
、
事
係
戸
部
」（
渡

海
貿
易
に
関
し
て
は
戸
部
の
担
当
）
と
し
た
た
め
、
閏
六
月
一
八
日
に
「
戸
部
議
奏
」

と
の
諭
旨
を
受
け
て
戸
部
は
審
議
を
行
い
、「
漂
洋
外
販
、
律
杖
壱
百
、
貨
物
・
船

隻
入
官
」（
渡
海
貿
易
は
、
律
に
よ
り
百
回
の
杖
刑
に
処
し
、
貨
物
・
船
を
没
収
す

べ
し
）
と
指
摘
し
、
該
当
府
（
莱
州
府
）
が
確
認
し
た
う
え
で
水
秦
宇
ら
の
船
と
貨

物
を
戸
部
に
渡
し
、
犯
人
の
罪
科
は
刑
部
が
議
定
す
べ
き
と
し
た
。
七
月
二
五
日
に

「
依
議
行
」（
審
議
意
見
に
従
い
実
施
せ
よ
）
と
の
諭
旨
が
出
さ
れ
た
。
罪
科
の
議

定
に
あ
た
る
こ
と
に
な
っ
た
刑
部
は
、
刑
罰
を
定
め
る
に
は
ま
ず
禁
制
品
の
有
無
と

数
量
を
確
認
す
べ
き
と
し
た
。こ
れ
は
一
一
月
一
二
日「
依
議
」（
審
議
意
見
に
従
え
）

と
の
諭
旨
に
よ
り
実
行
に
移
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
刑
部
は
速
や
か
に
取
り
調
べ
よ

う
と
の
「
咨
文
」（
同
級
官
署
間
の
公
文
）
を
山
東
巡
撫
に
送
達
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
中
央
か
ら
再
度
現
場
官
員
の
調
査
が
求
め
ら
れ
た
。
こ
れ
に
応
じ

て
翌
年
三
月
前
後
、
莱
州
府
は
さ
ら
に
二
回
も
尋
問
を
行
っ
た
（
五
審
・
六
審
）。

知
府
の
報
告
で
は
、
各
犯
罪
人
の
供
述
は
前
と
同
じ
で
あ
る
と
し
て
い
る
一
方
、
案

件
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、「
由
廟
湾
発
舟
、
将
至
天
津
、
乃
遭
颶
風
漂
抵
日
本
」（
船

が
廟
湾
を
出
発
し
て
天
津
に
行
こ
う
と
し
た
。
嵐
に
遭
っ
て
日
本
に
漂
着
し
た
）
と

ま
と
め
て
い
る
。
こ
の
点
か
ら
、
案
件
の
性
格
に
関
す
る
莱
州
府
側
の
判
断
は
、
日

本
貿
易
を
目
指
し
た
海
外
渡
航
か
ら
海
難
に
よ
る
日
本
漂
着
へ
と
変
化
し
た
よ
う
に

見
受
け
ら
れ
る
。
そ
の
背
後
に
は
、
商
人
か
ら
地
方
官
憲
へ
の
賄
賂
な
ど
、
水
面
下

の
動
き
が
あ
っ
た
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
。
な
お
、
そ
の
間
、
前
に
総
兵
を
務
め

た
海
時
行
が
叛
乱
を
起
こ
し
た
た
め
、
鎮
の
倉
庫
に
預
か
っ
た
商
人
黄
之
梁
ら
の
荷

物
は
反
乱
者
の
手
に
入
っ
た
。
府
は
即
墨
県
の
官
庫
に
封
印
さ
れ
た
貨
物
の
み
を
確

認
し
て
リ
ス
ト
を
作
成
し
莱
州
道
に
提
出
し
、
道
を
介
し
て
巡
撫
に
上
達
し
た
。
こ

れ
に
対
し
て
巡
撫
耿
焞
は
、
日
本
に
運
ん
で
売
却
し
た
商
品
に
つ
い
て
何
か
帳
簿
の

類
が
な
い
の
か
、
な
ど
の
疑
問
点
を
提
示
し
、
深
く
追
及
す
る
よ
う
道
に
命
じ
た
。

し
か
し
そ
の
後
、
道
・
府
の
返
答
が
滞
り
、
催
促
し
た
と
こ
ろ
、
よ
う
や
く
「
洋
貨
」

（
海
外
か
ら
の
輸
入
品
）
リ
ス
ト
が
提
出
さ
れ
た
。
九
月
七
日
、
耿
焞
は
自
ら
審
問

（
13
）
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（
七
審
）
に
臨
ん
だ
が
、
結
局
の
と
こ
ろ
「
同
前
無
異
」
と
の
結
論
し
か
出
せ
ず
、

そ
れ
ぞ
れ
杖
刑
に
処
す
べ
き
と
の
意
見
を
述
べ
な
が
ら
、
確
認
に
供
す
た
め
「
洋
貨
」

リ
ス
ト
を
戸
部
・
刑
部
に
提
出
す
る
こ
と
に
し
た
。

　

以
上
は
「
耿
焞
題
本
」
引
用
部
分
の
内
容
で
あ
る
。
翌
月
一
五
日
に
「
該
部
確
核
、

擬
議
具
奏
」（
当
該
部
が
確
認
し
た
う
え
処
理
案
を
起
草
し
て
上
奏
せ
よ
）
と
の
諭

旨
を
受
け
て
、
刑
部
は
、「
耿
焞
題
本
」
に
つ
い
て
審
議
し
次
の
意
見
を
示
し
た
。

【
史
料
４
】

看
得
、
水
秦
宇
等
糾
同
下
海
、
先
売
紬
・
毯
等
物
於
日
本
国
、
復
買
椒
・
木
・

煙
・
鉄
等
貨
、
往
来
販
売
、
倶
合
依
将
緞
疋
・
紬
絹
・
糸
綿
私
下
海
貨
売
者
、

律
各
杖
壱
百
、
船
戸
薛
来
相
・
周
尚
文
・
段
安
、
倶
依
駄
載
之
人
、
減
壱
等
、

律
各
杖
玖
拾
、
店
家
黄
炳
・
黄
拖
、
舵
工
呉
永
傑
、
水
手
顧
元
等
、
倶
依
不
応

得
為
而
為
之
事
、
理
重
者
、
律
各
杖
捌
拾
、
査
各
犯
事
在
拾
壱
年
陸
月
赦
前
、

均
応
免
罪
、
貨
物
・
船
隻
倶
入
官
（
後
略
）、

［
訳
文
］

〔「
耿
焞
題
本
」
を
〕
見
て
思
う
に
は
、
水
秦
宇
ら
は
仲
間
を
組
ん
で
海
に
出
て
、

先
に
紬
・
毯
な
ど
の
貨
物
を
日
本
国
に
お
い
て
売
却
し
、
ま
た
胡
椒
・
蘇
木
・

煙
・
鉄
な
ど
の
貨
物
を
購
入
し
ま
し
た
。〔
海
外
に
〕行
き
来
・
販
売
す
る
の
は
、

絹
織
物
・
綿
織
物
・
糸
を
私
に
商
品
と
し
て
海
外
に
売
り
出
す
と
い
う
罪
に
該

当
し
、
律
に
よ
り
各
々
百
回
の
杖
刑
に
処
し
、
船
戸
薛
来
相
・
周
尚
文
・
段
安

は
運
賃
稼
ぎ
の
人
で
あ
り
、
罪
は
一
等
軽
く
し
、
律
に
よ
り
各
々
九
〇
回
の
杖

刑
に
処
し
、
店
家
黄
炳
・
黄
拖
、
舵
工
呉
永
傑
、
水
手
顧
元
ら
は
、
為
す
べ
か

ら
ざ
る
こ
と
を
為
し
た
こ
と
に
よ
り
、
重
く
処
罰
し
、
律
に
よ
り
各
々
八
〇
回

の
杖
刑
に
処
す
べ
き
で
す
。
調
べ
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
犯
行
は
〔
順
治
〕
十
一

年
六
月
の
大
赦
の
前
に
あ
た
る
の
で
、
彼
ら
の
罪
を
す
べ
て
赦
免
し
、
貨
物
と

船
は
す
べ
て
没
収
す
べ
き
で
す
。

　
「
律
」
と
さ
れ
た
の
は
「
大
清
律
」（「
大
清
律
集
解
附
例
」
の
略
称
）
の
「
私
出

外
境
及
違
禁
下
海
律
」
と
考
え
ら
れ
る
。
確
か
に
、
該
当
箇
条
に
は
「
凡
将
馬
牛
・

軍
需
鉄
貨
・
銅
銭
・
緞
疋
・
紬
絹
・
糸
綿
、
私
出
外
境
貨
売
及
下
海
者
、
杖
一
百
、

挑
担
駄
載
之
人
、
減
一
等
、
物
貨
・
船
車
並
入
官
」
と
あ
り
、
す
な
わ
ち
、
馬
牛
・

軍
需
鉄
製
品
・
銅
銭
・
絹
織
物
・
綿
織
物
・
糸
な
ど
を
私
に
国
境
外
、
ま
た
は
海
外

へ
持
ち
運
ん
で
貿
易
を
行
う
者
に
対
し
て
は
百
回
の
杖
刑
に
処
し
、
運
送
担
当
の
者

に
対
し
て
は
一
等
軽
く
し
、
貨
物
及
び
船
・
車
は
す
べ
て
没
収
す
る
と
い
う
こ
と
で

あ
っ
た
。
ま
た
、
罪
の
赦
免
に
つ
い
て
は
、「
実
録
」
に
よ
れ
ば
、
順
治
一
一
年
六

月
に
皇
后
冊
封
を
祝
う
た
め
、
全
国
的
に
大
赦
を
行
う
こ
と
が
決
ま
っ
た
。「
刑
部

題
本
」
の
「
批
紅
」
は
「
水
秦
宇
等
、
依
議
」（
水
秦
宇
ら
に
対
し
て
は
、
そ
の
通

り
処
理
せ
よ
）
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
つ
ま
り
刑
部
が
提
示
し
た
処
罰
案
が
裁
可
さ

れ
た
の
で
あ
る
。

四
　「
南
京
船
」
長
崎
渡
航
の
時
代
背
景
と
「
南
貨
」
取
引

　

ま
ず
、
順
治
一
二
（
一
六
五
五
、
明
暦
元
）
年
六
月
に
い
わ
ゆ
る
「
海
禁
令
」
が

発
布
さ
れ
る
前
、「
南
京
船
」
の
海
外
貿
易
に
臨
む
清
政
権
の
姿
勢
を
見
て
み
よ
う
。

諸
先
学
が
指
摘
し
た
通
り
、
商
人
喬
復
初
・
苗
実
珍
は
、
弘
光
元
年
（
南
明
福
王
政

権
の
年
号
、
清
の
順
治
元
年
）
に
「
南
京
船
」
の
「
大
明
」
海
商
と
し
て
長
崎
に
渡

航
し
、
南
京
陥
落
の
情
報
を
得
て
数
年
間
に
亘
り
長
崎
で
避
難
生
活
を
送
っ
て
い
た

が
、そ
れ
ぞ
れ
順
治
六
年
・
九
年
に
帰
国
し
た
。そ
れ
ら
の
商
民
の「
帰
順
」に
対
し
、

清
は
歓
迎
の
態
度
を
と
っ
た
一
方
、
順
治
三
年
、「
大
明
律
」
に
倣
い
「
大
清
律
」

す
な
わ
ち
「
大
清
律
集
解
附
例
」
を
作
成
し
、
出
国
・
海
外
貿
易
に
関
し
て
は
「
私

出
外
境
及
違
禁
下
海
律
」
と
い
う
「
大
明
律
」
の
箇
条
も
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
「
大
清
律
」

に
取
り
入
れ
た
。
軍
需
品
は
も
ち
ろ
ん
、
絹
織
物
な
ど
の
、
唐
船
の
重
要
商
品
も
海

外
へ
の
禁
輸
品
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
オ
ラ
ン
ダ
商
館
長
日
記
（
一
六

四
七
年
五
月
二
九
日
条
）に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、「
タ
ル
タ
リ
ア
人
」（
恐
ら
く「
韃
靼
」

の
オ
ラ
ン
ダ
語
表
現
、
実
際
は
満
洲
人
）
の
役
人
に
賄
賂
を
払
え
ば
日
本
へ
の
渡
海

（
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が
許
可
さ
れ
る
の
が
、
出
国
管
理
の
実
態
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　

次
に
、
長
崎
オ
ラ
ン
ダ
商
館
長
日
記
か
ら
、
清
支
配
下
「
南
京
船
」
の
来
航
に
対

す
る
徳
川
幕
府
の
対
応
を
窺
っ
て
み
る
。
一
六
四
六
年
六
月
、
二
隻
の
「
南
京
ジ
ャ

ン
ク
船
」
が
相
次
い
で
入
港
し
、
そ
れ
に
よ
り
、
清
が
南
京
を
占
領
し
中
国
人
（
旧

明
支
配
下
の
漢
人
）
が
辮
髪
に
強
い
ら
れ
た
と
の
情
報
が
伝
わ
っ
て
き
た
。
辮
髪
の

た
め
、
そ
れ
ら
の
乗
員
は
「
タ
ル
タ
リ
ア
人
」
と
扱
わ
れ
、
江
戸
の
指
示
に
よ
り
、

取
引
を
許
さ
ず
退
去
を
要
求
さ
れ
た
。
そ
の
理
由
は
、
こ
れ
ま
で
は
「
タ
ル
タ
リ
ア

人
」
と
貿
易
も
文
通
も
な
く
、
と
り
わ
け
そ
の
信
仰
が
キ
リ
ス
ト
教
な
の
か
、
未
確

認
の
た
め
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
九
月
に
な
る
と
、
長
崎
で
は
、
中
国
人
で
あ
れ

ば
日
本
渡
海
は
以
前
の
よ
う
に
許
さ
れ
る
と
の
指
示
が
出
さ
れ
、
辮
髪
の
「
南
京
船
」

商
人
の
取
引
は
再
び
許
可
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。さ
ら
に
一
二
月
、江
戸
か
ら「
皇

帝
陛
下
は
〔
髪
を
〕
剃
っ
て
い
る
〔
中
国
人
〕
に
対
し
て
も
剃
っ
て
い
な
い
中
国
人

に
対
し
て
も
彼
の
国
を
再
び
開
き
、
自
由
な
貿
易
を
許
し
た
」
と
の
指
示
が
長
崎
に

届
き
、
そ
し
て
許
可
の
理
由
は
「
タ
ル
タ
リ
ア
人
」
が
キ
リ
ス
ト
教
徒
で
は
な
い
こ

と
が
確
認
で
き
た
た
め
で
あ
る
と
さ
れ
た
。

　

ま
た
、「
水
秦
宇
等
一
案
」
の
史
料
に
は
、
そ
れ
ら
の
商
人
が
長
崎
で
実
際
に
ど

の
よ
う
に
取
引
し
て
い
た
の
か
は
ほ
と
ん
ど
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、【
史
料
１
】・【
史

料
３
】
か
ら
は
、
彼
ら
が
ど
の
よ
う
な
商
品
を
日
本
で
購
入
し
中
国
に
運
ん
で
き
た

の
か
に
関
す
る
情
報
が
得
ら
れ
る
。
と
く
に
注
目
し
た
い
の
は
、
日
本
で
購
入
し
て

中
国
に
持
ち
運
ん
だ
の
は
「
倭
産
」
の
も
の
だ
け
で
な
く
、
蘇
木
・
胡
椒
・
紫
檀
（
紅

木
か
）・
鋼
・
藤
な
ど
の
、
い
わ
ゆ
る
「
南
貨
」（
東
南
ア
ジ
ア
の
産
物
）
も
多
く
含

ま
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
「
南
貨
」
に
つ
い
て
、
同
時
代
の
史
料
か
ら
、

唐
船
舶
載
品
の
産
地
に
関
す
る
情
報
、
及
び
唐
船
の
積
荷
に
関
す
る
情
報
を
抽
出
で

き
る
。

　
【
表
２
】
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
蘇
木
・
胡
椒
・
藤
の
産
地
が
東
南
ア
ジ
ア

の
諸
国
だ
っ
た
こ
と
は
、
当
時
の
日
本
で
も
認
識
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
「
南
貨
」

を
日
本
に
積
載
し
て

き
た
の
は
、
広
南
・

カ
ン
ボ
ジ
ア
な
ど

の
、
直
接
東
南
ア
ジ

ア
の
各
地
か
ら
来
航

し
た
船
の
ほ
か
、
安

海
・
漳
州
・
福
州
・

広
州
の
港
か
ら
の
船

も
あ
っ
た
。と
く
に
、

安
海
・
漳
州
・
福
州

な
ど
は
鄭
氏
勢
力
圏

内
に
あ
り
、
そ
れ
ら

の
港
か
ら
出
帆
し
た

商
船
は
、
鄭
氏
政
権

の
指
導
の
も
と
、
福

建
を
中
心
と
し
た
中

国
の
東
南
沿
海
地
方

を
拠
点
に
、
南
は
東

南
ア
ジ
ア
各
地
、
北

は
日
本
と
の
間
の
広

い
範
囲
で
中
継
貿
易

を
行
い
、
安
海
な
ど

の
中
継
港
で
集
荷
し

た
蘇
木
・
胡
椒
な
ど

を
日
本
に
運
送
・
転

売
し
て
い
た
と
考
え

（
19
）

（
20
）

（
21
）

【表２】　唐船による長崎への「南貨」積載（1641～52年）

商品 主要な産地 輸入実績のある船（出港地別の隻数）

蘇木 広南　暹羅　六昆　東京
交趾　咬𠺕吧

広南13　柬埔寨８　交趾４　安海４　東京３　福州３
漳州３　咬𠺕吧２　広州２　大泥１

胡椒 大泥　広南　大泥　暹羅
咬𠺕吧

広南10　交趾４　柬埔寨２　咬𠺕吧２　安海1　広州１

藤 暹羅　六昆　大泥　柬埔寨
咬𠺕吧

広南４　柬埔寨３　咬𠺕吧１　交趾１　漳州１

紫檀 咬𠺕吧 広南１　広東１

＊出典：�「主要な産地」については林道栄（唐通事）「異国風土記」（元禄元年版、横浜市立大学所蔵）、「輸
入実績のある船」についてはオランダ商館側の記録（永積洋子編『唐船輸出入品数量一覧一六
三七～一八三三年』創文社、一九八七年）。

　　注：�広南（ベトナム中部）、交趾（ベトナム南部）、東京（ベトナム北部）、柬埔寨（カンボジア）、
咬𠺕吧（バタフィア）、六昆（リゴール、タイ南部）、大泥（パタニ、マレー半島中南部の東岸）、
安海（福建省南部、アモイの近く）。
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ら
れ
る
。
紫
檀
つ
い
て
は
、
一
六
四
一
年
七
月
に
長
崎
に
運
ば
れ
て
き
た
記
録
が
あ

る
が
、
そ
の
後
見
ら
れ
な
い
。
少
量
で
オ
ラ
ン
ダ
側
の
資
料
に
記
載
さ
れ
て
い
な
い
、

ま
た
は
別
項
目
「
雑
貨
」
な
ど
に
分
類
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。
一
方
、
唐
船
が
鋼

を
東
南
ア
ジ
ア
か
ら
日
本
に
舶
載
し
て
き
た
形
跡
が
見
ら
れ
ず
、
そ
の
確
認
は
今
後

の
課
題
と
し
た
い
。

　

で
は
、
な
ぜ
「
南
京
船
」
の
商
人
は
わ
ざ
わ
ざ
日
本
か
ら
「
南
貨
」
を
購
入
し
て

い
た
の
か
。
当
時
、「
南
貨
」
北
上
の
主
な
経
路
で
あ
る
、
中
国
東
南
沿
海
の
海
域

が
鄭
氏
の
支
配
下
に
あ
り
、
一
方
陸
路
で
も
東
南
ア
ジ
ア
に
隣
接
す
る
華
南
地
域
で

は
、
清
と
南
明
政
権
や
他
の
反
清
勢
力
と
の
戦
い
が
膠
着
状
態
に
陥
っ
て
い
た
。
こ

れ
ら
に
よ
り
、
清
支
配
下
の
地
域
で
は
、
東
南
ア
ジ
ア
の
特
産
品
を
入
手
し
に
く
く

な
っ
た
。
そ
の
た
め
、「
南
京
船
」
の
商
人
が
わ
ざ
わ
ざ
日
本
か
ら
「
南
貨
」
を
買

い
付
け
る
こ
と
に
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

お
わ
り
に

　

関
係
档
案
の
解
析
か
ら
「
水
秦
宇
等
一
案
」
の
経
緯
が
概
ね
明
ら
か
に
な
っ
た
。

す
な
わ
ち
、
水
秦
宇
ら
の
山
陝
（
隣
接
す
る
山
西
・
陝
西
両
省
）
及
び
江
南
出
身
の

商
人
が
、
山
陜
出
身
の
薛
来
相
ら
三
人
（
船
戸
）
の
所
持
す
る
船
を
雇
い
、
順
治
九

年
の
夏
に
江
南
省
北
部
の
廟
湾
か
ら
長
崎
に
渡
航
し
、
長
崎
で
二
か
月
余
滞
在
し
貿

易
を
行
い
、
帰
帆
途
中
海
難
に
遭
い
、
翌
年
三
月
よ
う
や
く
廟
湾
近
く
の
河
口
に
着

い
た
。
乗
船
商
人
の
大
半
が
上
陸
し
、
残
り
の
商
人
は
山
東
省
の
即
墨
県
に
赴
き
、

西
関
の
市
で
日
本
か
ら
の
舶
来
品
を
販
売
し
て
い
る
際
、
海
外
渡
航
し
た
こ
と
が
発

覚
し
、
拘
束
さ
れ
た
。
地
方
官
府
及
び
刑
部
の
審
議
で
は
「
大
清
律
」
に
即
し
て
杖

刑
に
処
す
べ
き
と
議
さ
れ
た
が
、
あ
た
か
も
皇
后
冊
封
の
大
赦
に
あ
た
り
、
処
罰
は

船
と
貨
物
の
没
収
に
と
ど
ま
り
、
身
体
刑
が
赦
免
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
、
と
い
う

こ
と
で
あ
っ
た
。

　

案
件
の
処
理
を
め
ぐ
る
清
官
憲
側
の
議
論
か
ら
、
こ
の
時
点
で
は
、
官
府
側
の
許

可
な
し
で
絹
織
物
な
ど
を
私
に
海
外
へ
輸
出
す
る
者
に
杖
刑
を
科
す
べ
き
と
い
う
明

の
方
針
を
踏
襲
し
て
い
る
が
、
い
わ
ゆ
る
順
治
一
二
年
「
海
禁
令
」
の
発
布
ま
で
は
、

民
間
商
人
の
海
外
貿
易
を
全
面
的
に
禁
止
す
る
こ
と
は
明
示
し
て
い
な
か
っ
た
よ
う

に
見
え
る
。
案
件
の
最
終
判
決
を
導
い
た
「
刑
部
題
本
」
が
順
治
一
二
年
七
月
に
出

さ
れ
た
こ
と
を
含
め
て
考
え
る
と
、「
水
秦
宇
等
一
案
」
の
審
議
が
海
禁
政
策
を
め

ぐ
る
議
論
に
つ
な
が
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。
一
方
、
日
本
側
に
お
い
て
は
、
辮
髪
に

強
い
ら
れ
た
「
南
京
船
」
商
人
の
来
航
に
対
し
、
最
初
は
取
引
を
拒
否
す
る
態
度
を

と
っ
た
が
、「
タ
ル
タ
リ
ア
人
」（
満
州
人
）
が
キ
リ
ス
ト
信
仰
で
は
な
い
こ
と
が
確

認
で
き
た
こ
と
を
理
由
に
、
貿
易
許
可
へ
と
方
針
を
転
換
し
た
。
そ
の
背
後
に
は
、

①
清
と
の
衝
突
を
回
避
す
る
こ
と
、
②
「
南
京
船
」
に
よ
る
中
国
情
報
を
欲
し
た
こ

と
、
③
江
南
地
方
の
貿
易
（
と
く
に
生
糸
・
絹
織
物
の
輸
入
）
を
維
持
し
よ
う
と
し

た
こ
と
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、「
南
京
船
」
の
商
人
が
日
本
で
「
南
貨
」

を
購
入
し
た
こ
と
も
興
味
深
い
。
詳
し
い
検
証
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
が
、
清
と

鄭
氏
集
団
・
南
明
政
権
な
ど
と
の
対
峙
状
況
の
な
か
、
東
南
沿
海
に
沿
っ
て
北
上
す

る
航
路
が
遮
断
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
長
崎
は
清
支
配
下
の
中
国
と
東
南
ア
ジ
ア
各

地
と
の
貿
易
中
継
地
と
し
て
の
役
割
も
担
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

【
付
記
】
本
稿
は
科
学
研
究
費
基
盤
研
究
Ｓ
「
マ
ル
チ
ア
ー
カ
イ
ヴ
ァ
ル
的
手
法
に

よ
る
在
外
日
本
関
係
史
料
の
調
査
と
研
究
資
源
化
の
研
究
」（
研
究
代
表
者　

保
谷

徹
）
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

〔
註
〕

（
１
）　

本
稿
で
用
い
た
档
案
史
料
は
、
筆
者
が
二
〇
一
三
年
に
日
本
学
術
振
興
会
外
国
人

特
別
研
究
員
・
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
外
国
人
研
究
員
と
し
て
北
京
の
第
一
歴
史
档

案
館
で
行
っ
た
史
料
調
査
の
成
果
で
あ
る
。

（
２
）　

明
の
「
南
直
隷
」
つ
ま
り
副
都
・
南
京
の
直
轄
地
域
か
ら
出
帆
し
た
商
船
が
、
長

崎
で
は
「
南
京
船
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
清
初
に
な
る
と
「
南
直
隷
」
は
江
南
省
と

©2015 Historiographical Institute(Shiryo Hensan-jo)The University of Tokyo



東京大学史料編纂所研究紀要　第25号　2015年３月　（　 ）38

改
名
さ
れ
た
が
、
江
南
省
の
諸
港
か
ら
の
商
船
は
、
長
崎
で
は
従
来
通
り
「
南
京
船
」

と
称
さ
れ
て
い
る
。

（
３
）　

荊
暁
燕
「
清
順
治
十
二
年
前
的
対
日
海
外
貿
易
政
策
」（『
史
学
月
刊
』
二
〇
〇
七

年
第
一
期
）。

（
４
）　

中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
編
『
明
清
史
料
』
己
編
（
同
研
究
所
出
版
、

一
九
五
七
～
五
八
年
）。

（
５
）　

そ
の
史
料
は
、「
刑
部
題
本
」
と
照
ら
し
合
わ
せ
る
と
、
欠
字
の
と
こ
ろ
を
除
け
ば
、

内
容
そ
し
て
文
章
表
現
を
含
め
て
全
く
同
じ
で
あ
り
、
恐
ら
く
「
刑
部
題
本
」
で
引

用
さ
れ
た
「
耿
焞
題
本
」
の
掲
帖
（
題
本
と
一
緒
に
提
出
さ
れ
る
副
本
）
に
あ
た
る

も
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
史
料
の
前
半
の
み
な
ら
ず
、
末
尾
も
欠

如
し
て
い
る
。

（
６
）　

た
と
え
ば
、前
註
３
荊
論
文
で
は
、陝
西
商
人
水
秦
宇
ら
を
即
墨
商
人
と
し
て
い
る
。

（
７
）　

拙
稿
「
近
世
前
期
長
崎
貿
易
に
お
け
る
唐
船
商
人
の
経
営
形
態
」（
木
村
直
樹
・
牧

原
成
征
編
『
十
七
世
紀
秩
序
の
形
成
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
五
年
出
版
予
定
）。

（
８
）　

清
は
明
の
制
度
に
倣
い
、
各
地
の
要
所
で
鎮
と
呼
ば
れ
た
守
備
兵
団
を
配
備
し
た
。

兵
団
の
司
令
官
は
「
総
兵
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
。

（
９
）　

貞
享
二
（
一
六
八
五
）
年
六
四
番
「
南
京
船
」
風
説
書
に
は
「
南
京
よ
り
御
当
地

江
罷
渡
申
候
船
之
儀
、
南
京
蘇
州
之
内
、
呉
淞
と
申
湊
、
并
に
廟
湾
と
申
湊
、
両
所

に
商
船
出
入
之
運
上
納
申
候
官
人
相
定
り
、右
両
所
之
外
、商
船
之
出
入
罷
成
不
申
候
」

（
林
春
勝
・
林
信
篤
編
『
華
夷
変
態
』
東
洋
文
庫
、
一
九
五
八
年
、
五
二
一
頁
）
と

あ
り
、
康
熙
二
三
（
一
六
八
四
）
年
清
海
禁
解
除
後
、
海
関
を
設
置
し
海
外
渡
航
の

商
船
か
ら
税
を
取
ろ
う
と
し
た
時
、
ま
ず
呉
淞
と
廟
湾
に
官
員
を
派
遣
し
た
こ
と
が

窺
え
る
。
こ
れ
を
考
え
る
と
、
一
七
世
紀
に
お
い
て
廟
湾
は
、
呉
淞
と
並
ん
で
江
南

省
の
主
な
港
と
認
識
さ
れ
て
い
た
。

（
10
）　

張
偉
仁
主
編
『
明
清
档
案
』（
中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
、
一
九
八
六
年
）

A
18-153

、A
19-180

。

（
11
）　
「
沙
船
」
と
は
舳
が
低
く
艫
が
高
く
平
底
の
船
、
主
に
河
川
・
近
海
の
運
航
に
利
用

さ
れ
て
い
る
。
中
国
の
沿
海
地
方
、
特
に
江
南
地
方
か
ら
長
崎
に
渡
航
し
た
商
船
の

多
く
は
「
沙
船
」
で
あ
っ
た
。

（
12
）　
『
長
崎
オ
ラ
ン
ダ
商
館
の
日
記
』
第
三
輯
（
村
上
直
次
郎
訳
、
岩
波
書
店
、

一
九
五
八
年
）
一
五
六
頁
。

（
13
）　

同
、
一
九
四
頁
。

（
14
）　
『
順
治
三
年
奏
定
律
』（
楊
一
凡
・
田
涛
主
編『
中
国
珍
稀
法
律
典
籍
』続
編
第
五
冊
、

黒
竜
江
人
民
出
版
社
、
二
〇
〇
二
年
）
二
七
九
頁
。

（
15
）　
『
世
祖
章
皇
帝
実
録
』
巻
八
四
、
順
治
一
一
年
六
月
庚
辰
（
二
日
）
条
。

（
16
）　

同
巻
九
二
、
順
治
一
二
年
六
月
壬
申
（
一
九
日
）
条
。『
大
清
会
典
』（
康
熙
朝
）

巻
九
九
「
海
禁
条
」。

（
17
）　

喬
復
初
帰
国
一
件
に
つ
い
て
、
前
註
３
荊
論
文
で
言
及
さ
れ
て
い
る
。
苗
実
珍
の

日
本
貿
易
に
関
す
る
考
察
と
し
て
は
、
安
双
成
・
関
嘉
録
「
清
代
的
両
起
中
日
民
間

貿
易
活
動
」（『
故
宮
博
物
院
院
刊
』
一
九
八
三
年
第
一
期
）、
魏
能
涛
「
明
末
清
初
蘇

州
商
船
滞
日
八
年
辨
偽
」（『
故
宮
博
物
院
院
刊
』一
九
八
四
年
第
三
期
）、松
浦
章「
満

文
档
案
和
清
代
日
中
貿
易
」（
同
『
明
清
時
代
東
亜
海
域
的
文
化
交
流
』
江
蘇
人
民
出

版
社
、
二
〇
〇
九
年
、
初
出
は
一
九
八
五
年
）
な
ど
が
あ
る
。

（
18
）　

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
編
『
日
本
関
係
海
外
史
料　

オ
ラ
ン
ダ
商
館
長
日
記
』
訳

文
編
之
十
（
東
京
大
学
、
二
〇
〇
五
年
）
一
七
六
頁
。

（
19
）　

同
訳
文
編
之
九
（
同
、
二
〇
〇
一
年
）
一
六
五
～
一
六
六
、一
七
〇
頁
。

（
20
）　

同
、
一
九
一
頁
。

（
21
）　

同
訳
文
編
之
十
（
前
掲
）
三
九
頁
。
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